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すとともに、細胞外乳酸の濃度と神経活動に何らかの関連が
あることを示唆しています。

（３）まとめと展望
本研究は、R-eLACCO2.1が生きている動物（in vivo）で乳

酸センサーとして高性能を発揮することを示しました。ま
た、R-eLACCO2.1をGCaMPを組み合わせることで神経細胞
の代謝（metabolism）及び活動（activity）を同時にモニタリ
ングすることが可能となりました。今後は、R-eLACCO2.1や
既存のLACCOシリーズを用いて神経細胞（やその周辺のグリ

ア細胞）における乳酸の新たな役割について研究が進んでい
くことが期待されます。

【掲載ジャーナル】
A red fluorescent genetically encoded biosensors for 
in vivo imaging of extracellular L-lactate dynamics.
Kamijo Y., Mächler P.#, Ness N.#, Vu C.Q.#, Kusakizako 
T.#, Mannuthodikayil J., Ku Z., Boisvert M., Grebenik 
E., Miyazaki I., Hashizume R., Sato H., Liu R., Hori Y., 
Tomita T., Katayama T., Furube A., Caraveo G., Paquet 

図1.(A)赤色蛍光細胞外乳酸センサーR-eLACCO2の模式図。(B)Directed evolutionの模式図。(C) Directed evolution
の各ラウンドにおける変異体性能（�O�i�R�i）。(D)R-eLACCO2の励起蛍光スペクトル。(E)R-eLACCO2（乳酸結合）のク
ライオ電顕構造（PDB: 8ZMZ）。(F)Leader及びanchorによるセンサーの膜表面局在。(G)初代ラット皮質神経細胞に
おけるR-eLACCO2の性能。Scale bar, 20μm.(H)Dual-color FLIM イメージングの模式図。LiLacは他グループが開
発した、シアン蛍光タンパク質ベース細胞内乳酸FLIMセンサー（Koveal et al. Nat. Commun. 13, 2919, 2022）。
(I)グルコース刺激T98G細胞におけるR-eLACCO2.1とLiLacのFLIM画像。Scale bar, 20μm.(J)同細胞におけるFLIM
経時変化。Mean ± s.e.m.
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図2.(A) In vivoバリデーションの模式図。(B)(C)乳酸の尾静脈注入による各バイオセンサー（神経細胞に発現）の蛍光経
時変化。Two-sided ANOVA with Dunnett’s post hoc tests. *p =0.0206. (D)Dual-color in vivoイメージングの模式
図。(E)マウス脳内の神経細胞におけるR-eLACCO2.1とGCaMP6fの発現パターン。(F)神経自発発火前後における各バイ
オセンサーの蛍光経時変化。

M-E., Drobizhev M., Nureki O., Arai S., Brancaccio M., 
Campbell R.E., Kleinfeld D., Nasu Y.*
Nature Communications 16: 9531, 2025.
https://doi.org/10.1038/s41467-025-64484-x

【研究者の声】
2021年に初代緑色蛍光乳酸センサーeLACCO1.1, 2023年に
その改良版eLACCO2.1を報告しましたが、依然として生きて
いる動物での性能が限定的でした。神経科学分野では早くか
らGCaMPを用いた生きた動物個体内（in vivo）での蛍光イメ
ージングが発達してきたことから、高性能な蛍光代謝バイオ
センサーが開発できれば必ず応用が広がるはずと考えていま
した。2024年に台湾・Academia Sinicaで独立後、さらにタ
ンパク質工学を推し進め、また国際的な協力を得て（5カ国10
グループ）、本研究が行われました。さらなるバイオセンサー
開発を続け、今後も神経科学に貢献していきたいです。

【経歴】
2009年		  東京大学理学部化学科 卒業
2015年		  東京大学大学院理学系研究科化学専攻
		  博士後期課程 修了
2015−2017年	 中外製薬株式会社 研究員
2017−2018年	 アルバータ大学化学科 博士研究員
2018−2024年	 東京大学大学院理学系研究科化学専攻　助教
2022−2026年	 科学技術振興機構 さきがけ（兼任）
2024年−現在	 Assistant Research Fellow, Institute of
		  Biological Chemistry, Academia Sinica
2025年−現在	 Assistant Professor, Institute of Biochemical
		  Sciences, National Taiwan University

https://doi.org/10.1038/s41467-025-64484-x
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脳 科 学 辞 典

脳科学辞典 新項目紹介

京都大学大学院医学研究科 システム神経薬理学分野

林 康紀
（脳科学辞典編集委員会委員長）

日本神経科学学会では、脳科学辞典編集委員会を設置し、オンライン辞典である脳科
学辞典を開設しています。下記の項目は、最近完成された項目です。解説用語の新規
提案も受け付けておりますので、編集部(bsd@jnss.org)までご連絡下さい。

•	 CREB制御転写コアクチベーター ----------------------------------	 平野 恭敬
•	 分裂促進因子活性化タンパク質キナーゼ8相互作用タンパク質 -----	 平井 秀一
•	 メチル化CpG結合タンパク質2	 -----------------------------------	 辻村 啓太
•	 ミトコンドリア	 -------------------------------------------	  壷井 將史、杜 羽丹、平林 祐介
•	 Intercellular adhesion molecule-5	 --------------------------	 松野(鈴木）仁美、吉原 良浩

事務局のつぶやき

江口：会員アンケートを実施すると、自由記述欄で、事務局への気遣いやねぎらいのお言葉をいただくことがありま
す。大変嬉しく、モチベーションに繋がります。アンケート、全部読んでますよ！ありがとうございます！！

吉田：フラックスシードオイルとヘンプシードオイルのどちらを買うか迷ってChatGPTに相談したら、両方の成分
や効能、使い方をとてもわかりやすく説明してくれて感動しました。2つを併用すると良いと教えてくれ、
Amazonの商品ページも表示してくれて、結局両方とも購入することに。すごく優秀な店員さんでした。

三瓶：新年度を迎え、事務局内も本格始動。桜の便りを感じながら、皆さまの研究発表の場がより良いものになるよう
日々奮闘中です。体力維持を口実に新スニーカーも増加中。

地主：フルタイム勤務になり早3年目、毎日の過ぎるスピードに恐れおののく中、もうすぐ４回目の大会を迎えます。
今年もNSR論文賞授賞式及び受賞講演がございますのでぜひ足をお運びください！会場でお待ちしておりま
す！

窪寺：お茶室でご一緒した80歳のご婦人が忘れられません。朝8時から株の売却大成功の話をされていて、静謐とした
ひと時を過ごすつもりが胃に何かを入れる前から頭をフル回転させられる刺激で、このスケールで生きていき
たい(笑)と思わせられた一期一会でした。新しい季節を迎え、また新たな出会いを楽しみにしています。

https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E8%84%B3%E7%A7%91%E5%AD%A6%E8%BE%9E%E5%85%B8:%E7%B4%A2%E5%BC%95
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E8%84%B3%E7%A7%91%E5%AD%A6%E8%BE%9E%E5%85%B8:%E7%B4%A2%E5%BC%95
mailto:bsd%40jnss.org?subject=
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/CREB%E5%88%B6%E5%BE%A1%E8%BB%A2%E5%86%99%E3%82%B3%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%99%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E5%88%86%E8%A3%82%E4%BF%83%E9%80%B2%E5%9B%A0%E5%AD%90%E6%B4%BB%E6%80%A7%E5%8C%96%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E8%B3%AA%E3%82%AD%E3%83%8A%E3%83%BC%E3%82%BC8%E7%9B%B8%E4%BA%92%E4%BD%9C%E7%94%A8%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E8%B3%AA
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E3%83%A1%E3%83%81%E3%83%AB%E5%8C%96CpG%E7%B5%90%E5%90%88%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E8%B3%AA2
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E3%83%9F%E3%83%88%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%AA%E3%82%A2
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/Intercellular_adhesion_molecule-5
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募 集

2月10日発行号（11月末頃入稿締切）　
4月10日発行号（1月末頃入稿締切）
7月10日発行号（4月末頃入稿締切）
11月10日発行号（8月末頃入稿締切）

6.	掲載料は不要ですが、記事の執筆者は原則として学会員あ
るいは協賛・後援団体である事が必要です。

7.	本誌に掲載する著作物の著作権は、日本神経科学学会に
帰属します。ただし、著者および共著者が学術教育目的で
使用する場合は、謝辞あるいは参考文献に出典を明記すれ
ば、本会への申し出は必要ありません。

求人情報、学会・シンポジウムの案内、助成金の案内は、ホー
ムページにて、掲載させていただきますので、https://jnss.
org/submissions を、ご参照ください。

学会への提言、研究雑感、学会見聞録、書評等、神経科
学の発展につながるものであればどのようなものでも結
構ですので以下の要領でお送りください。英文での掲載
も希望される方は、英文記事をあわせてお送り下さい。

なお、神経科学ニュースのプリント版の郵送は、2021年
No.4 を最後に終了させていただきました。
以降は、オールカラーのPDF版を学会ホームページに掲
載しています。
下記よりダウンロードしてご覧下さい。
https://www.jnss.org/neuroscience_news

1.	 原稿は下記フォーマットの電子ファイルを、メール添付で
newsletter@jnss.orgまでお送り下さい。

a.	文章はMS Wordで作成して下さい。画像（写真・図）は
文中に貼り付けず、オリジナルファイルを別にお送り下
さい。

b.	画像はJPEG, TIFFなどのフォーマットで、適度な解像度
（最大で300pixcel/inch程度まで）、かつメール添付可
能なサイズ（1点当たり2～3MB程度）に調整して下さい
（数値は目安です）。

2.	記事1編は1ページまたは2ページ以内に収めて下さい。（依
頼原稿のページ数は依頼者にご確認下さい。）

1ページの場合（日本語全角で約2000字程度）
2ページの場合（日本語全角で約4600字程度）

但し画像は以下の基準で文字数に換算します。ご入稿時
に、ご希望の掲載サイズをご指定下さい。

画像（小）：	①横8㎝・縦6㎝以内。300字相当。
画像（中）：	②横8㎝・縦12㎝以内か③横16cm・縦6㎝
	 以内。600字相当。
画像（大）：	④横16㎝・縦8㎝以内。800字相当。

3.	ご入稿後の原稿の差し替えは原則として行わず、お送りい
ただいたファイルをそのまま利用しますので、誤りの無い
ことをお確かめの上、原稿をお送り下さい。ただし、編集委
員会から修正をお願いする場合があります。

4.	掲載の可否と時期については、ニュース編集委員会で検討
の上、決定させていただきます。

5.	発行日と入稿締切日は通例以下のとおりですが、都合によ
り変動することがあります。具体的な締切日については、事
務局までお問い合わせ下さい。

神経科学ニュースへの原稿を募集しています

紙   面

日本神経科学学会の Facebook と X( 旧 Twitter) の
公式アカウントのフォローをお願いします。
神経科学トピックス・神経科学速報や、各種のイベ
ント情報、求人公募情報など、様々な最新情報を発
信しています。
ぜひチェックしてみてください。

facebook.com/JapanNeuroscienceSociety

https://x.com/jnsorg (@jnsorg)

https://jnss.org/submissions
https://jnss.org/submissions
https://www.jnss.org/neuroscience_news
mailto:newsletter%40jnss.org?subject=
http://facebook.com/JapanNeuroscienceSociety
https://x.com/jnsorg
http://facebook.com/JapanNeuroscienceSociety
https://x.com/jnsorg
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募 集

募集要項
1.	 掲載媒体： 日本神経科学学会 会報「神経科学ニュー

ス」の目次配信メール（HTMLメール）

2.	 送信メール数： 約6,200通（日本語版　約5,200通、
英語版　約1,000通）

3.	 送信対象： 日本神経科学学会 会員

4.	 送信回数： 年4 回

5.	 契約期間： 1年間　（4回）

6.	 掲載場所： 目次配信のHTMLメール中に掲載（日本語
版・英語版の両方）

※HTMLメールを受信拒否している人のために、テキス
トメールも同時配信します。

テキストメールにも「スポンサー」の欄を設け、バナ
ーに設定するリンク先URLをテキストで掲載いたしま
す。

7.	 掲載料： 40,000円／1回　（日本語版+英語版 両方
への掲載） × 4回 ＝160,000円　（不課税取引）

8.	 入稿形態：フォーマット：JPG　（GIFアニメ不可）　
　大きさ：幅 134 pixel x 高さ 75 pixel 
（バナーに設定するリンク先URLもお送り下さい）

※日本語版と英語版で、バナーのデザインやリンク先
URLが違う場合は、2種類のデータとURLをお送り下
さい。

※契約期間中のバナーの差し替えは無料です。

9.	 入稿方法： メール添付

10.	広告掲載費のご請求： 毎年1月に1年分をまとめてご
請求させていただきます。

年間の発行スケジュール

※バナーの入稿締切日の詳細につきましては、事務局にお
問い合わせ下さい。

  㓡 2026年1号　 4月10日発行予定 
（バナーデータ入稿締切：2026年3月末）

  㓡 2026年2号　 7月10日発行予定　 
（バナーデータ入稿締切：2026年6月末）

  㓡 2026年3号　11月10日発行予定　 
（バナーデータ入稿締切：2026年10月末）

  㓡 2026年4号　 2月10日発行予定 
（バナーデータ入稿締切：2027年1月末）

ご入稿の前に

初回掲載時は、入稿締切日より1週間ほど前を目安に、バナ
ー画像のサンプルをお送りください。神経科学ニュース編
集委員会で確認させていただきます。修正等をお願いする
場合もございますのでご了承ください。

別途、学会HPでのバナー広告（月１万円）も募集しており
ます。

　　　　https://www.jnss.org/adinfo/

お申込み・お問い合わせ

日本神経科学学会 事務局
〒113-0033 東京都文京区本郷7丁目2-2本郷ビル9F
TEL:03-3813-0272／FAX: 03-3813-0296
E-mail: office@jnss.org
URL: https://www.jnss.org/

神経科学ニュース目次配信メール　バナー広告募集要項（2026 年版）

募 集

https://www.jnss.org/adinfo/
mailto:office%40jnss.org?subject=
https://www.jnss.org/
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神経科学ニュース 2026 年度 4 月発刊号をお読みいた
だきありがとうございます。この号が発売される頃には
桜が咲き始めるころ、新しい環境で新たな仕事を開始さ
れた方もいらっしゃるのではないでしょうか。今回も複
数の神経科学トピックス、そして海外で活躍される PI の
ラボのご紹介があり大変読み応えのある内容となってい
ます。日本の研究力低下が指摘されて久しいですが、神
経科学トピックスの論文や海外でご活躍の先生方を見ま
すと、日本人として誇らしく、勇気づけられます。ご活
躍の先生方のように神経科学領域を盛り上げていけるよ
う、自分も頑張りたいなと身が引き締まります。個人的
な話で恐縮ですが、昨年はきつくなってきたベルトが気
になりダイエットに取り組み、半年で 5 ㎏の減量に成功
しました。私自身の減量は体重管理が目的でしたが、食
事の取り方が身体だけでなく思考や集中力にも影響を与
えることを、断食を経験した知人の話からあらためて意
識させられました。研究や予算申請のアイディアに行き
詰まったときには、生活習慣を見直すことも一つのきっ
かけになるのかもしれません。機会があれば、試してみ
たいと思っています。最後に、御多忙の折にもかかわら
ず、本号の執筆を快くお引き受けくださった先生方に、
心より御礼申し上げます。

神経科学ニュース編集委員
高堂 裕平

編 集 後 記 

発行 : 一般社団法人 日本神経科学学会

編集 : 神経科学ニュース編集委員会

委員長
村松 里衣子 (国立精神･神経医療研究センター)

委員

荒田 晶子（兵庫医大）、木村 公俊（京都大学）、
高堂 裕平（量子科学技術研究開発機構）、
高橋 阿貴（筑波大）、中江 健（福井大学）、
乘本 裕明（名古屋大学）、増田 隆博（九州大）
オブザーバー：古屋敷 智之（東京科学大学）

PDF ファイル閲覧の推奨環境について
神経科学ニュースは「Adobe Acrobat Reader」または「Adobe 
Reader」（無料）によりご覧いただくことを前提としております。
ブラウザ上でご覧になる場合、ブラウザの種類やバージョン等によ
り挙動が異なる場合がありますので、ご了承ください。

•	アレクシオンファーマ合同会社 
Alexion pharma GK  
https://alexionpharma.jp/

•	株式会社医学書院 
IGAKUSHOIN Ltd.  
http://www.igaku-shoin.co.jp/top.do

•	エーザイ株式会社  
Eisai Co., Ltd.  
https://www.eisai.co.jp/index.html

•	株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所   
NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT  
CONSULTING, INC.  
https://www.nttdata-strategy.com/

	- 応用脳科学コンソーシアム 
CAN : Consortium for Applied Neuroscience 
https://www.nttdata-strategy.com/can/

•	小原医科産業株式会社 
O’HARA & CO., LTD.  
https://ohara-time.co.jp/

•	科研製薬株式会社 
KAKEN PHARMACEUTICAL Co., Ltd.  
http://www.kaken.co.jp/

•	住友ファーマ株式会社 
Sumitomo Pharma Co., Ltd.  
https://www.sumitomo-pharma.co.jp/

•	ゼロシーセブン株式会社 
ZeroCSeven,Inc. 
https://www.0c7.co.jp/products/

•	武田薬品工業株式会社 
Takeda Pharmaceutical Co., Ltd. 
https://www.takeda.com/jp/

•	株式会社成茂科学器械研究所  
NARISHIGE Group 
http://www.narishige.co.jp/japanese/index.html

•	株式会社ニコンソリューションズ 
NIKON SOLUTIONS CO., LTD. 
https://www.nsl.nikon.com/jpn/

•	ミルテニーバイオテク株式会社  
Miltenyi Biotec K.K. 
https://www.miltenyibiotec.com/

•	株式会社ワコム  
Wacom Co., Ltd. 
https://www.wacom.com/ja-jp
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https://alexionpharma.jp/
http://www.igaku-shoin.co.jp/top.do
https://www.eisai.co.jp/index.html
https://www.nttdata-strategy.com/
https://www.nttdata-strategy.com/can/
https://ohara-time.co.jp/
http://www.kaken.co.jp/
https://www.sumitomo-pharma.co.jp/
https://www.0c7.co.jp/products/
https://www.takeda.com/jp/
http://www.narishige.co.jp/japanese/index.html
https://www.nsl.nikon.com/jpn/
https://www.miltenyibiotec.com/
https://www.wacom.com/ja-jp

